
第 3３号       令和５年６月 15 日（木） 

 

▼
▼
編
集
後
記
▲
▲ 

現
在
は
海
峡
防
備
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
の
主
要
な
海
峡
は
海
上
自
衛

隊
の
管
轄
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は
海
峡
・
島
嶼
等
は
陸
軍
の
管
轄
で

し
た
。
ま
た
、
下
関
要
塞
に
は
北
九
州
エ
リ
ア
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
次
回

の
後
編
は
大
正
か
ら
昭
和
に
お
け
る
変
遷
を
扱
い
ま
す
。 

例
に
よ
っ
て
、
内
容
に
関
す
る
責
任
は
全
て
支
部
長
に
あ
り
、
特
に
規
則

等
に
定
め
て
あ
る
も
の
以
外
は
私
の
個
人
的
見
解
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 
戦
跡
シ
リ
ー
ズ
も
５
回
目
、
今
回
は
い
よ
い
よ
下
関
要
塞
に
つ
い
て
で

す
。
実
家
が
門
司
で
小
さ
い
頃
は
よ
く
下
関
に
連
れ
て
き
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
旧
軍
時
代
の
要
塞
に
つ
い
て
は
秘
中
の
秘
、
写
真
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光

地
図
も
空
白
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
を
祖
父
や
父
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
あ
ま
り
に
有
名
で
す
が
、
逆
に
全
体
像
が
見
え
て
こ
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
た
め
今
回
は
初
と
な
る
明
治
期
の
前
編
と
、
昭
和
期

の
後
編
の
２
部
に
分
け
て
お
送
り
し
ま
す
。 

自 

た

い

し

も

通

信

 
明
治
維
新
後
、
敵
国
艦
隊
襲
来
に
備
え
て
陸
軍
に
よ
る
海
岸
防
御
事
業
が

進
め
ら
れ
、
欧
州
か
ら
軍
の
専
門
家
を
招
聘
し
て
全
国
各
地
の
重
要
港
湾
・

海
峡
に
堡
塁(

コ
ン
ク
リ
製
の
防
御
陣
地)

設
置
計
画
が
立
案
、
瀬
戸
内
海
玄

関
口
で
あ
る
関
門
海
峡
に
も
防
御
の
た
め
に｢
下
関
要
塞｣

が
設
置
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
財
政
難
か
ら
建
設
は
進
ま
ず
、
明
治
天
皇
か

ら
の
資
金
下
賜
及
び
富
裕
層
の
献
金
に
よ
り
明
治

20

年
、
下
関
要
塞
初
と

な
る
田
ノ
首
砲
台
と
田
向
山
砲
台
の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

工
事
中
の
明
治

27

年
に
日
清
戦
争
開
戦
。
当
時
は
ま
だ
要
塞
司
令
部
が

な
く
、
臨
時
下
関
守
備
隊
司
令
部
が
組
織
さ
れ
、
要
塞
砲
兵
第
四
聯
隊
が
既

に
完
成
し
て
い
た

10

個
の
砲
台
で
戦
闘
準
備
が
進
め
ら
れ
、
翌
年
４
月
に

は
下
関
要
塞
司
令
部
が
下
関
市
内
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
程
な
く
し
て
日

清
間
で
講
和
が
成
立
、
戦
争
は
終
結
し
ま
し
た
。 

日
清
戦
争
勝
利
後
、
再
び
砲
台
建
設
が
進
み
、
明
治

33

年
に

19

個
目
と

な
る
高
蔵
山
堡
塁
（
北
九
州
市
）
が
完
成
。
そ
の
後
新
た
に
洞
海
方
面
（
北

九
州
市
）
の
堡
塁
や
框
舎
等
追
加
予
定
で
し
た
が
、
明
治

34

年
に
経
費
の

都
合
上
中
止
と
な
り
、
13

年
間
の
建
設
期
間
に
お
い
て
砲
台

11

個
、
堡
塁

８
個
、
合
計

19

個
が
築
城
さ
れ
ま
し
た
。 

明
治

37

年
、
日
露
戦
争
が
始
ま
り
下
関
要
塞
に
警
急
配
備
が
下
令
さ
れ
、 

◆
要
塞
建
設 

◆
明
治
期
の
下
関
要
塞
そ
の
後 

【
大
瀬
戸
】
田
ノ
首
砲
台
（
墓
地
と
な
り
消
滅
、
標
石
数
本
が
残
る
）、
田
向

山
砲
台
（
公
園
化
さ
れ
た
が
砲
側
庫
・
観
測
所
・
電
燈
所
・
発
電
所
等
保
存
）、

笹
尾
山
砲
台
（
耕
作
地
と
な
り
大
半
消
滅
、
砲
側
庫
・
観
測
所
等
残
る
）、
筋

山
砲
台
（
山
中
に
砲
座
・
砲
側
庫
・
観
測
所
が
残
る
） 

【
大
瀬
戸/

小
瀬
戸
】
老
ノ
山
砲
台
（
地
下
施
設
の
一
部
残
る
、
そ
の
他
観
測

所
等
） 

【
早
鞆
瀬
戸
】
火
ノ
山
第
一
～
第
四
砲
台
（
公
園
化
さ
れ
た
が
第
四
砲
台
主
要

部
は
保
存
、
そ
の
他
第
三
砲
台
砲
側
庫
等
）、
古
城
山
砲
台
（
施
設
建
設
・
公

園
化
で
消
滅
）、
古
城
山
堡
塁
（
掩
蔽
部
と
観
測
所
が
残
る
）、
門
司
砲
台
（
消

滅
） 

【
下
関
地
区
陸
正
面
防
御
】
金
比
羅
山
堡
塁
（
公
園
化
で
消
滅
）、
戦
場
ヶ
野

堡
塁
（
公
園
化
で
消
滅
、
標
石
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭
の
み
残
る
）、
一
里
山
堡

塁
（
公
園
化
で
消
滅
、
標
石
の
み
残
る
）、
龍
司
山
堡
塁
（
公
園
化
で
大
半
は

破
壊
、
掩
蔽
部
や
堡
塁
壁
が
残
る
） 

【
企
救
半
島
】
富
野
堡
塁
（
施
設
建
設
で
大
半
破
壊
、
掩
蔽
部
残
る
）、
矢
筈

山
堡
塁
（
キ
ャ
ン
プ
場
と
な
る
が
遺
構
が
残
さ
れ
る
）、
高
蔵
山
堡
塁
（
山
中

に
現
存
、
下
関
要
塞
の
中
で
最
も
当
時
の
姿
を
留
め
る
） 

き
ょ
う
し
ゃ 

配
置
に
つ
き
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
本
土
に
攻
め
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
翌
年

に
は
日
本
の
勝
利
で
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
れ
ら
の
遺
構
に
つ
い
て
は

戦
後
ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ
れ
、
断
片
的
に
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。 


